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参考資料１ 平面図、断面図 



平 面 図 

標準断面図 SP0.0～SP13.0（A-A'断面図） 

標準断面図 SP13.0～SP98.0（B-B'断面図） 

図  平面図・標準断面図 
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標準断面図 SP98.0～SP263.0（C-C'断面図） 

標準断面図 SP263.0～SP492.0（D-D'断面図） 

標準断面図 SP492.0～SP599.48（E-E'断面図） 

図  標準断面図 
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参考資料２ 長寿命化計画策定・改訂時の履歴 



策定、改訂等の履歴一覧 

版数 日付 改訂箇所・追加資料 理由等 

1 2018-1-30 － 新規策定 
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参考資料３ 点検結果 

（変状ランクの判定・健全度評価結果） 



点検・変状ランクの判定・健全度評価の結果一覧

No.

1

2

3

4

5

6

7 2017/7/7

8 610

9

10

11 2018/1/30

12 a 2

13 b 0

14 c 1

15 d 0

16 A 0

17 B 2

18 C 1

19 D 0

健全度等評価実施 年月日(西暦)

スパン毎の変状ランク
(個数)

一定区間毎の健全度
(個数)

定期点検実施 施設延長(m)

巡視(パトロール)実施 年月日(西暦)

巡視(パトロール)実施 施設延長(m)

▽健全度等に係る情報 履歴の記録

健全度等評価履歴

海岸管理者名 岩内町

▽点検の実施に係る情報

点検履歴

定期点検実施 年月日(西暦)

沿岸名 後志檜山沿岸

海岸名 岩内港海岸

地区海岸名 御崎地区

都道府県 北海道

項目名 入力内容

▽点検対象施設の基本情報

所管 国土交通省 港湾局
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海岸名 施工年度

工種 工種 工種 工種

3 2 1 1

ａ ａ ｄ ｃ変状ランク (波返工) 変状ランク (波返工) 変状ランク (波返工)

天端高が相対的に低いため、越波の状況を確認
する。(S-1～S-23の区間､S-15で最小+6.33m)

部材背面まで達する鉛直方向のひび割れがあ
る。(幅1.5mm)

一定区間 一定区間 一定区間 一定区間

代表変状ﾗﾝｸ ｃ 波返工

変状箇所の概要 変状箇所の概要 変状箇所の概要 変状箇所の概要

S-4

代表変状ﾗﾝｸ ａ 消波工 代表変状ﾗﾝｸ ａ 波返工 代表変状ﾗﾝｸ ｄ 波返工

S-42 健全度評価 Ｃ S-15 健全度評価 Ａ

各一定区間にお
ける最も変状が
進展している箇

所(スパン)

健全度評価 Ｂ S-53 健全度評価 Ｂ

消波ブロックが移動しており、消波工の断面が
減少している。一部で欠損が生じている。(S-52
～S-56)

部材背面まで達する鉛直方向および水平方向の
ひび割れ(幅4mm)がある。一部で欠損が生じてい
る。

変状ランク (消波工)

写真、図面など 写真、図面など 写真、図面など

全体平面図

重
点
点
検
箇
所

海岸の地形や構
造物の配置等に
よって劣化や被
災が起こりやす

い箇所

重点点検箇所 重点点検箇所 重点点検箇所 重点点検箇所

写真、図面など

岩内港海岸 地区海岸名 御崎地区 昭和27年(着工)～平成2年(改良工事)

重点点検箇所

重点点検箇所シート

平面図

〔健全度Ｂ〕〔健全度Ｂ〕 〔健全度Ｃ〕

×
変状ﾗﾝｸ：c
（S-4）

×
変状ﾗﾝｸ：a
（S-42）

×

変状ﾗﾝｸ：a
（S-53）

：重点点検箇所
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参考資料４ 点検記録シート（一次点検、二次点検） 



点検記録シート（一次点検） 



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.1
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点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1,2ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 1No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( セパレータよりさび汁 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 1

施設名海岸名 岩内港

1 2

3

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.2
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点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 2No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 2

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.3

参
考
4
-
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 3No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1,2,4ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

3

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④ ⑤
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 3

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.4

参
考
4
-
1
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　24日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 4No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1,2,4ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

6

3

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 4

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.5

参
考
4
-
1
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 5No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1,2,4

3

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 欠損 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 5

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S55)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.6

参
考
4
-
2
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 6No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 6

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S55)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.7

参
考
4
-
2
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 7No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1,3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

4

2

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 7

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S55)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.8

参
考
4
-
2
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 8No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 8

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S55)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.9

参
考
4
-
3
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 9No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 9

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S56)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.10

参
考
4
-
3
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

7

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 10No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 10

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

6 7

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S56)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.11

参
考
4
-
4
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 11No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 11

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S56)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.12

参
考
4
-
4
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 12No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 12

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S56,57)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.13

参
考
4
-
4
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 13No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 13

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S57)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.14

参
考
4
-
5
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 14No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

2 3 4

5 6

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 14

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S57)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.15

参
考
4
-
5
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 15No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 15

施設名海岸名 岩内港

1

2 3 4

5 6

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S57,58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.16

参
考
4
-
6
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 16No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 16

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.17

参
考
4
-
6
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 17No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 17

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.18

参
考
4
-
6
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 18No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 18

施設名海岸名 岩内港

1

2 3

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.19

参
考
4
-
7
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 19No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 19

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.20

参
考
4
-
7
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 20No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( エフロレッセンスを伴うひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 20

施設名海岸名 岩内港

参考4-80



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S58)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.21

参
考
4
-
8
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 21No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 21

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S59)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.22

参
考
4
-
8
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 22No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 22

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S59)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.23

参
考
4
-
8
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

4

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 23No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 23

施設名海岸名 岩内港

1

2 3 4

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S59)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.24

参
考
4
-
9
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 24No001～056点検を実施した全範囲

参考4-94



【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

参考4-95



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 ■ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 24

施設名海岸名 岩内港

1

2 3 4

5 6

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

参考4-96



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S59,60)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.25

参
考
4
-
9
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 25No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 25

施設名海岸名 岩内港

1 2

3

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S60)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.26

参
考
4
-
1
0
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

4

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

5

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 26No001～056点検を実施した全範囲

参考4-102



【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

参考4-103



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 26

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S60)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.27

参
考
4
-
1
0
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 27No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

4

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 欠損 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 27

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S60)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.28

参
考
4
-
1
0
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 28No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

4

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 28

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S60)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.29

参
考
4
-
1
1
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 29No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

参考4-115



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 29

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S61)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.30

参
考
4
-
1
1
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 30No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 30

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S61)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.31

参
考
4
-
1
2
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

■

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

7

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 31No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 31

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

6 7

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S61)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.32

参
考
4
-
1
2
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 32No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

参考4-127



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 32

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S61)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.33

参
考
4
-
1
2
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～9ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 33No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 33

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

6 7 8

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施
した全範囲

001 056 スパンNo. № 33

海岸名 岩内港 地区名 御崎 施設名

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

9

高さ3cm×幅5cm以内
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.34

参
考
4
-
1
3
4



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 34No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 34

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.35

参
考
4
-
1
3
8



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 35No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～9ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6 7 8

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 35

施設名海岸名 岩内港
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

9

高さ3cm×幅5cm以内

護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施
した全範囲

001 056 スパンNo. № 35

海岸名 岩内港 地区名 御崎 施設名
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.36

参
考
4
-
1
4
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 36No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 36

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.37

参
考
4
-
1
4
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 37No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

7

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6 7

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 37

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.38

参
考
4
-
1
5
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 38No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～9ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

11

10,11

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

参考4-153



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6 7 8

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 38

施設名海岸名 岩内港
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ、欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

9 10 11

高さ3cm×幅5cm以内

護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施
した全範囲

001 056 スパンNo. № 38

海岸名 岩内港 地区名 御崎 施設名

参考4-155



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.39

参
考
4
-
1
5
6



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 39No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

4

4

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

■

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ、欠損 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 39

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.40

参
考
4
-
1
6
0



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 40No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～6ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

7

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 欠損 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3 4 5

6 7

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 40

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S62,63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.41

参
考
4
-
1
6
4



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 41No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

参考4-166



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 41

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.42

参
考
4
-
1
6
8



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　24日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～12ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 42No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 42

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

6 7 8

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 打継ひび割れ ） 　変状　( 打継ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 打継ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施
した全範囲

001 056 スパンNo. № 42

海岸名 岩内港 地区名 御崎 施設名

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

9 10 11

高さ3cm×幅5cm以内

12
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.43

参
考
4
-
1
7
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

■

□

□

□

□

□

□

■

□

□

□

変状の有無 写真No,

1～3

4,5

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

6

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 43No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③

④

⑤

⑥
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 欠損 ） 　変状　( 欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 43

施設名海岸名 岩内港

1 2

3 4 5

6

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.44

参
考
4
-
1
7
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 44No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 44

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.45

参
考
4
-
1
8
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 45No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 45

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.46

参
考
4
-
1
8
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 46No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ、打継ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 46

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.47

参
考
4
-
1
8
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 47No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

1～3ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

③
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ、打継ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

3

1 2

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 47

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工S63)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.48

参
考
4
-
1
9
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 48No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 48

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H1)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.49

参
考
4
-
1
9
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 49No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 49

施設名海岸名 岩内港

参考4-200



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H1)
点検を実施する全範囲

点検箇所

W=4,800

W=4,600

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.50

参
考
4
-
2
0
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 50No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 50

施設名海岸名 岩内港 地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H1)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.51

参
考
4
-
2
0
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 51No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

参考4-206



【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 51

施設名海岸名 岩内港

参考4-208



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H1)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.52

参
考
4
-
2
0
9



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 52No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1

2

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

■

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 移動 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

2

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 52

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H2)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.53

参
考
4
-
2
1
3



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　24日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 53No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1

2

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

■

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 移動 ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

2

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 53

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H2)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.54

参
考
4
-
2
1
7



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

■

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる■

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

3

変状の有無 写真No,

1,2ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 54No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②

参考4-219



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 移動 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 54

施設名海岸名 岩内港

1

2 3

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

参考4-220



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H2)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.55

参
考
4
-
2
2
1



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 55No001～056点検を実施した全範囲

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

1,2

3

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

■

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

参考4-222



【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①
②
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変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( スケーリング ） 　変状　( 移動 ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕

2 3

1

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 55

施設名海岸名 岩内港
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 瀬川 祐司 点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） No. 001 ～ 056

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H2)
点検を実施する全範囲

点検箇所

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.56

参
考
4
-
2
2
5



点検結果記入シート
【点検概要記入欄】

No.

【点検結果記入欄】

各項目に対して、該当する変状ランクをチェックする。(例:■)

【二次点検予定記入欄】
二次点検実施予定年月：平成29年7月　　日実施予定

ブロック破損

沈下

移動・散乱

侵食・堆積

ブロックに破損がみられる

沈下がみられる

移送・散乱がみられる

汀線の移動(後退、前進)、浜崖がみられる

沈下・陥没

□

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

補修箇所の状況

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

□

□

□

□

□

漏水の痕跡

目地部、打継ぎ部の状況

沈下・陥没

ひび割れ

補修箇所における変状の発生の有無

錆汁、鉄筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

漏水の痕跡がみられる

目地材がなくなっている。目地の隙間・ずれがみられる

沈下・陥没がみられる

ひび割れがみられる

□

□

□

□

□

□

■

□

漏水の痕跡がみられる

沈下・陥没がみられる

ブロック破損

移動・散乱

補修箇所の状況

目地のずれ

ブロックに破損がみられる

ブロックの移動・散乱がみられる

補修箇所における変状の発生の有無

高低差、ずれ、目地の開きがみられる

補修箇所における変状の発生の有無

剥離・剥落・欠損がみられる

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

ひび割れがみられる

植生の異常(繁茂等)がみられる

□

□

■

□

鉄筋の腐食

剥離・剥落・欠損

補修箇所における変状の発生の有無

隣接スパンとの高低差、ずれ、目地の開きがみられる

錆汁、錐筋露出がみられる

剥離・剥落・欠損がみられる

□

□

□

補修箇所の状況

隣接スパンとの
相対的な移動

沈下・陥没

漏水の痕跡

植生の異常(繁茂等)

補修箇所の状況

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部の状況

ひび割れ

補修箇所の状況

鉄筋の腐食

剥離・損傷

植生の異常(繁茂等)

□

□

ひび割れがみられる□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

1～3

4

変状の有無 写真No,

ひび割れ

点検位置

根固工

前浜

裏法被覆工

表法被覆工

消波工

排水工

天端被覆工

波返工

点検者所属

海岸名 岩内港

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

地区名

調査年月日： 平成29　年　 7　月　 7　日 天候： 晴　 曇　 雨

御崎 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司

スパンNo. 56No001～056点検を実施した全範囲
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【写真位置図:写真番号の撮影位置を記入】

①

②
③

参考4-227



変状写真シート

No. ～ No.

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( スケーリング ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( スケーリング ） 　変状　( スケーリング ） 　変状　( 移動 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 □ 消波工 □ 排水工 ■ 消波工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工 □ 砂浜 □ 根固め工

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

高さ3cm×幅5cm以内

護岸

点検を実施
した全範囲

001 056

御崎 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 スパンNo. № 56

施設名海岸名 岩内港

1

2 3 4

地区名

日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株）

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No、判定結果を (　　) に記入する〕
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点検記録シート（二次点検） 



全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 一定区間 1 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 点検者所属 No. 001 ～ 056

一定区間

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S27(嵩上工S54)
瀬川 祐司 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施する全範囲

調査箇所
1

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.4

参
考
4
-
2
2
9



点検結果記入シート
【調査概要記入欄】

一定区間

【調査結果記入欄】

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

※ 「必要に応じて実施する項目」やその他の部材（根固工等）については、実際の点検内容に応じて、適宜追加すること。

調査年月日： 平成29　年　 7　月　24　日 天候： 晴　 曇　 雨

スパンNo. 4

点検者氏名施設名 護岸1御崎

波返工
(胸壁については
堤体工)

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

瀬川 祐司

d

防護高さの不足

防護高さを満足していな
い。 － －

防護高さを満足してい
る。

変状ランクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のランク

評価結果
計測寸法
(最大値)a b c

海岸名

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が生じていない。

c
1.5mm

d

岩内港 地区海岸名

目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。目地部より
水の浸透がある。

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

d

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継部にずれが
あるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

沈下・陥没

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。 －

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

d

－

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d
---

d

防護高さを満足してい
る。 d

剥離・損傷

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。 d

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d
0.5mm

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

d

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

排水工
目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。天端工との
目地部より水の浸透の
恐れがある。

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部
の状況

d

侵食により基礎工が浮き上がり堤体

土が既に流出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎

工下端・止水矢板が露出している｡

堤防・護岸等の防護機能が損なわれ

るほど、堤防・護岸等の前面の砂浜の

侵食が進んでいると認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が

将来的に損なわれると想定

されるほど、堤防・護岸等の

前面の砂浜の侵食が進んで
いると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖
の形成が認められる。

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

d

消波工断面がブロック1
層分以上減少している。

消波工断面が減少して
いる(ブロック1層未
満)。

消波ブロックの一部が移
動、散乱、沈下している。

天端被覆工
（水叩き工を含む）

剥離・損傷

広範囲に部材の深部ま
で剥離・損傷が生じてい
る。

目地部、打継ぎ部
の状況

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

破損ブロックが1/4以上
ある。

破損ブロックは1/4未満
である。

少数の破損ブロックがあ
る。

小さなひび割れが発生し
ているか、ひび割れが発
生していない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が見られない。

目地部、打継ぎ部
の状況

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

剥離・損傷

砂浜 侵食・堆積

消波工

ブロック破損

広範囲に破損、または流
出している。

－

点検者所属日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 No001～056

移動・散乱
及び沈下

表法被覆工

裏法被覆工

沈下・陥没

沈下・陥没

防護高さの不足
防護高さを満足していな
い。

沈下による凹部が目立
つ。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。

陥没がある。

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。
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②

③

④

⑤

⑥

⑦

【変状位置図（写真等）】

①
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変状写真シート

No. 001 ～ No. 056

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 ■ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景（海側） ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景（陸側） ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( エフロレッセンス折出 ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( セパレータよりさび汁 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）⑤ ⑥ ⑦

①

高さ3cm×幅5cm以内

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No.を (　　) に記入する〕

一定区間 護岸1 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 スパンNo. 4

海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名

② ③ ④
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 一定区間 2 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 点検者所属 No. 001 ～ 056

一定区間

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S28(嵩上工S63)
瀬川 祐司 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施する全範囲

調査箇所
2

表法被覆工天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.42

参
考
4
-
2
3
3



点検結果記入シート
【調査概要記入欄】

一定区間

【調査結果記入欄】

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

※ 「必要に応じて実施する項目」やその他の部材（根固工等）については、実際の点検内容に応じて、適宜追加すること。

砂浜 侵食・堆積

消波工

ブロック破損

広範囲に破損、または流
出している。

－

点検者所属日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 No001～056

移動・散乱
及び沈下

表法被覆工

裏法被覆工

沈下・陥没

沈下・陥没

防護高さの不足
防護高さを満足していな
い。

沈下による凹部が目立
つ。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。

陥没がある。

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

天端被覆工
（水叩き工を含む）

剥離・損傷

広範囲に部材の深部ま
で剥離・損傷が生じてい
る。

目地部、打継ぎ部
の状況

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

破損ブロックが1/4以上
ある。

破損ブロックは1/4未満
である。

少数の破損ブロックがあ
る。

小さなひび割れが発生し
ているか、ひび割れが発
生していない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が見られない。

目地部、打継ぎ部
の状況

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

剥離・損傷

d

侵食により基礎工が浮き上がり堤体

土が既に流出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎

工下端・止水矢板が露出している｡

堤防・護岸等の防護機能が損なわれ

るほど、堤防・護岸等の前面の砂浜の

侵食が進んでいると認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が

将来的に損なわれると想定

されるほど、堤防・護岸等の

前面の砂浜の侵食が進んで
いると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖
の形成が認められる。

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

d

消波工断面がブロック1
層分以上減少している。

消波工断面が減少して
いる(ブロック1層未
満)。

消波ブロックの一部が移
動、散乱、沈下している。

排水工
目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。天端工との
目地部より水の浸透の
恐れがある。

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部
の状況

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

d

剥離・損傷

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。 d

d

－

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d

d

防護高さを満足してい
る。 d

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継部にずれが
あるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

沈下・陥没

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。 －

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。目地部より
水の浸透がある。

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

d

海岸名

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が生じていない。

a
4.0mm

d

岩内港 地区海岸名

波返工
(胸壁については
堤体工)

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d
0.10m

瀬川 祐司

d

防護高さの不足

防護高さを満足していな
い。 － －

防護高さを満足してい
る。

変状ランクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のランク

評価結果
計測寸法
(最大値)a b c

調査年月日： 平成29　年　 7　月　24　日 天候： 晴　 曇　 雨

スパンNo. 42

点検者氏名施設名 護岸2御崎
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②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩

【変状位置図（写真等）】

①

⑪
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変状写真シート

No. 001 ～ No. 056

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 ■ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景（海側） ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景（陸側） ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

② ③ ④

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No.を (　　) に記入する〕

一定区間 護岸2 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 スパンNo. 42

海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名

①

高さ3cm×幅5cm以内

⑤ ⑥ ⑦
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変状写真シート

No. 001 ～ No. 056

■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ひび割れ ） 　変状　( 欠損 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ひび割れ ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

⑪

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No.を (　　) に記入する〕

⑧ ⑨ ⑩

高さ3cm×幅5cm以内

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 スパンNo. 42

2 施設名 護岸 点検者氏名 瀬川 祐司海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 一定区間
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全体図記入シート
海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 一定区間 3 施設名 護岸 建設年度

点検者氏名 点検者所属 No. 001 ～ 056

一定区間

計画天端高（余裕高を含む施工天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.50m
機能上必要な天端高（余裕量を見込まない天端高）：（D.L. or T.P.)＝6.10ｍ

全体平面図

断面図

S31(嵩上工H2)
瀬川 祐司 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施する全範囲

調査箇所
3

表法被覆工

天端被覆工

波返工

消波工

点検スパンNo.53

参
考
4
-
2
3
8



点検結果記入シート
【調査概要記入欄】

一定区間

【調査結果記入欄】

D.L.

L＝

B＝

L＝

S＝

B＝

H＝

D＝

D.L.

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

L＝

B＝

B＝

H＝

D＝

L＝

S＝

L＝

S＝

n＝

W＝

D.L.

B＝

H＝

D＝

※ 「必要に応じて実施する項目」やその他の部材（根固工等）については、実際の点検内容に応じて、適宜追加すること。

砂浜 侵食・堆積

消波工

ブロック破損

広範囲に破損、または流
出している。

－

点検者所属日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 No001～056

移動・散乱
及び沈下

表法被覆工

裏法被覆工

沈下・陥没

沈下・陥没

防護高さの不足
防護高さを満足していな
い。

沈下による凹部が目立
つ。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。

陥没がある。

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

天端被覆工
（水叩き工を含む）

剥離・損傷

広範囲に部材の深部ま
で剥離・損傷が生じてい
る。

目地部、打継ぎ部
の状況

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

破損ブロックが1/4以上
ある。

破損ブロックは1/4未満
である。

少数の破損ブロックがあ
る。

小さなひび割れが発生し
ているか、ひび割れが発
生していない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が見られない。

目地部、打継ぎ部
の状況

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

目地部、打継ぎ部より
水の浸透がある。

目地部、打継ぎ部にずれ
があるが、水の浸透はな
い。

剥離・損傷

a
9.99m

侵食により基礎工が浮き上がり堤体

土が既に流出している｡

侵食により前面の砂浜が消失し､基礎

工下端・止水矢板が露出している｡

堤防・護岸等の防護機能が損なわれ

るほど、堤防・護岸等の前面の砂浜の

侵食が進んでいると認められる場合｡

堤防・護岸等の防護機能が

将来的に損なわれると想定

されるほど、堤防・護岸等の

前面の砂浜の侵食が進んで
いると認められる場合｡

汀線の後退もしくは浜崖
の形成が認められる。

わずかな変状がみられる
か、変状なし。

d

消波工断面がブロック1
層分以上減少している。

消波工断面が減少して
いる(ブロック1層未
満)。

消波ブロックの一部が移
動、散乱、沈下している。

排水工
目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。天端工との
目地部より水の浸透の
恐れがある。

d

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

剥離・損傷

目地部、打継ぎ部
の状況

3.00m

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

0.54m

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

c

d

剥離・損傷

広範囲に破損、または流
出している。

表面だけでなく部材の
深部まで剥離・損傷が
及んでいる。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

－

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。 d

d

－

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が見られない。

d

d

防護高さを満足してい
る。 d

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

１方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

目地部、打継部にずれが
あるが、水の浸透はな
い。

目地部、打継ぎ部にわず
かなずれ、段差、開きが
見られるか、段差、開き
が見られない。

目地部、打継ぎ部のずれ
が大きく、堤体土砂の流
出がみられる。

沈下・陥没

陥没がある。 沈下による凹部が目立
つ。 －

部分的な沈下が見られる
か、沈下が見られない。

目地の開き、
相対移動量

転倒あるいは欠損があ
る。

移動に伴う目地の開き
が大きい。目地部より
水の浸透がある。

目地ずれがあるが、水の
浸透はない。

目地部にわずかなずれ、
段差、開きが見られる
か、段差、開きが見られ
ない。

d

海岸名

ひび割れ

部材背面まで達するひび
割れ・亀裂が生じている
（幅5mm程度以上）。

複数方向に幅数mm程
度のひび割れがある
が、背面までは達して
いない。

1方向に幅数mm程度の
ひび割れがあるが、背面
までは達していない。

１mm以下のひび割れが
生じているか、ひび割れ
が生じていない。

d

d

岩内港 地区海岸名

波返工
(胸壁については
堤体工)

広範囲であっても表面の
剥離・損傷が生じている。

ごく小規模の剥離・損傷
が生じているか、剥離・損
傷が生じていない。

d

瀬川 祐司

d

防護高さの不足

防護高さを満足していな
い。 － －

防護高さを満足してい
る。

変状ランクの判定結果

点検位置 変状現象
変状、損傷等のランク

評価結果
計測寸法
(最大値)a b c

調査年月日： 平成29　年　 7　月　24　日 天候： 晴　 曇　 雨

スパンNo. 53

点検者氏名施設名 護岸3御崎
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②

③

④

【変状位置図（写真等）】

①
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変状写真シート

No. 001 ～ No. 056

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 ■ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 ■ 消波工 ■ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( 全景（海側） ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

■ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 ■ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( 全景（陸側） ） 　変状　( 全景 ） 　変状　( スケーリング ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 ■ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 ■ 消波工 ■ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( スケーリング ） 　変状　( 欠損 ） 　変状　( 移動 ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

□ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工 □ 波返工 □ 天端被覆工
□ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工 □ 表法被覆工　 □ 裏法被覆工
□ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜 □ 消波工 □ 砂浜
□ 排水工 □ □ 排水工 □ □ 排水工 □

　変状　( ） 　変状　( ） 　変状　( ）
　写真No. ( ） 　写真No. ( ） 　写真No. ( ）

② ③ ④

損傷状況写真 〔点検位置にチェックを入れる。例 ■。変状、写真No.を (　　) に記入する〕

一定区間 護岸3 点検者氏名 瀬川 祐司

点検者所属 日本ﾃﾞｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ（株） 点検を実施した全範囲 スパンNo. 53

海岸名 岩内港 地区海岸名 御崎 施設名

①

高さ3cm×幅5cm以内
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参考資料５ ライフサイクルコストの概要 



（１）ライフサイクルコスト算出にあたっての前提条件 

岩内港海岸 御崎地区の健全度評価の結果、一定区間 2および一定区間 3において健全度 Bと判

定されており、予防保全対策を実施する必要がある。各一定区間の健全度評価に影響した変状現

象および対策方針を以下に示す。 

・一定区間２の「波返工天端付近の水平方向ひび割れ」については、天端付近のコンクリート

落下による第三者災害の発生を予防する対策を行う。 

・一定区間３「消波工断面の減少」については、消波工断面積を復旧する対策を行う。 

本検討により、対策が必要であると判断される変状現象と対策工法、劣化予測による予防保全

対策の実施期限年数、期待する耐用年数を表-1に整理する。なお、この対策工法は二次点検を実

施した代表スパン(一次点検の結果、各一定区間で最も変状が著しい箇所を抽出)について検討し

たものであるが、二次点検を実施していない他のスパンについても同程度の対策が必要となる場

合を想定して、対策範囲を一定区間の全延長(一定区間 2で 250m、一定区間 3で 110m)とし、補修

等対策費を計上するものとする。対策の実施時期は、劣化予測による予防保全対策の実施期限付

近とし、その 2年前に補修設計費を計上するものとする。

また、計画期間内の点検については、下記の項目を計上する。なお、各点検は全ての一定区間

を同時期に行うものとする。 

①巡視および重点点検：2回/年、L=610m 

②定期点検(一次点検、二次点検、縦断測量) ：1回/5年、L=610m 

表-1 対策概要 

一定

区間

No. 

施設 

延長 
変状現象 対策工法 

予防保全 

対策の実施 

期限年数 

期待する 

耐用年数 

2 250m 
波返工天端付近の 

水平方向ひび割れ 

波返工(嵩上コンクリート)上部 

の撤去更新 

13 年 

(～2031 年) 
50 年 

3 110m 消波工断面の減少 
消波ブロックの追加による 

消波工断面積の復旧 

12 年 

(～2030 年) 
50 年 
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（２）対象施設概要 

対象施設の概要を表-2に示す。なお、今後の定期点検や事業計画、社会情勢、背後地の利用状

況を勘案の上、対策の実施時期および範囲を見直すこととする。 

表-2 対策施設概要 

一定区間
No.

施設
延長

建設
年度

前回
更新年度

次回
更新時期

健全度
優先
順位

更新費 修繕等対策費

1 250m 1952年 1984年 2034年 C － 525,750,000 0

2 250m 1953年 1988年 2038年 B 2 525,750,000 30,251,000

3 110m 1956年 1990年 2040年 B 1 231,330,000 79,052,000

1,282,830,000 109,303,000合　　計

（３）ライフサイクルコストの平準化 

一定区間 2および一定区間 3の対策に対する優先順位については、現状で施設の防護機能への

影響が大きいと考えられる一定区間 3への対策を優先するものとした。また、単年度のコストを

低減する目的で、定期点検、一定区間 2および一定区間 3への対策を分散して計画するものとし

た。 

（４）計画期間内に要する修繕等対策費用 

「（３）ライフサイクルコストの平準化」より、計画期間内に要する修繕等対策費用を総括し、

表-3に示す。
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表-3 計画期間内の修繕等対策費用 
年度 点検費 修繕費 費用合計 点検内容 修繕等対策内容

2017 3,710,000 0 3,710,000 定期 計画なし

2018 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2019 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2020 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2021 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2022 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2023 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2024 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2025 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2026 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2027 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2028 860,000 3,836,000 4,696,000 巡視 一定区間3の補修設計

2029 860,000 4,751,000 5,611,000 巡視 一定区間2の補修設計

2030 860,000 75,216,000 76,076,000 巡視 一定区間3の消波ブロックの追加

2031 860,000 25,500,000 26,360,000 巡視 一定区間2の波返工上部の撤去更新

2032 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2033 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2034 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2035 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2036 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2037 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2038 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2039 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2040 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2041 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2042 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2043 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2044 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2045 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2046 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2047 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2048 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2049 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2050 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2051 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2052 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2053 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2054 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2055 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2056 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2057 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2058 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2059 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2060 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2061 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2062 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

2063 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2064 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2065 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2066 860,000 0 860,000 巡視 計画なし

2067 4,570,000 0 4,570,000 巡視＋定期 計画なし

合計 83,810,000 109,303,000 193,113,000
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計画期間内に要する費用を概算した結果を図-1に示す。修繕等対策費用（計画期間内に要す

る費用）、概ね 193,113,000 円と試算される。予防保全型維持管理による LCC の縮減効果は、

1,089,717,000 円に至る。 

図-1 計画期間内に要する費用 
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